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　From the nationwide movement of the establishment of public museums, which 
increased rapidly in the 1970s and 1990s, we consider museums in modern 
communities where "life with museums" has been established.
　The Takanabe Town Museum of Art in Miyazaki Prefecture conducts research 
and research on these artists in order to dig up not only highly recognized traveling 
exhibitions but also local artists and work on projects aimed at nurturing young 
artists.
　We are also planning workshops to increase the level of interest in museums and 
art as a venue for presentations by Takanabe townspeople.
　Problems include reducing the capacity of the storage, the need to utilize human 
resources in fields outside of expertise, gathering information and improving 





　宮崎県内には公立の美術館が 3 館存在する。まず都城市立美術館が 1981 年 11 月
に、次に宮崎県立美術館が 1995 年 10 月に開館した。そして、筆者が所属している
高鍋町美術館が 1999 年 11 月に開館し、20 周年を迎えた。これは、1970 ～ 90 年
代にかけて急増した公立美術館設立の全国的な動きと合致している(第1次美術館ブー























































にある ( 写真 1)。
　若手作家への取り組みについて触れるならば、宮崎県内では宮崎県立美術館の " チャ
レンジギャラリー "、都城市立美術館の " メッセージ "、みやざきアートセンターの "
アートボックス "、アートスペース色空 ( ※宮崎市内にあるレンタルギャラリー ) の "
Ｕ 30 コース " などといったものが挙げられる。「若手作家に発表する場を無料で提供
する」という支援方法を先導してきたのが宮崎県立美術館の " チャレンジギャラリー "
であり、若手作家が個展を開催する起点となった ( 令和元年度をもって終了予定 )。
　そのようななかで当館として新たな形を模索して実施した「宮崎アーティストファ
イル」シリーズは、若手作家と美術館学芸員が持つ深い関わりを特徴としている。また、


















る。" 日曜画家 " というと想像しやすいだろうか――そのような制作スタイルの作家の














































ショップが持つ力を更に生かした展開を考えている ( 例として、大分県にある BEPPU






























































































































































峙した際に湧き上がる " 得も言われぬ感情 " こそは、人間だけが持つ " 心の豊かさ " で
ある。幼い頃から本物の美術作品に触れることは、そのような " 心の豊かさ " を育て
るためには最適の経験であると言えるだろう。





























くて、勇気 自信、そして機会を与えることである。」 ( 註 8
　さらに日本政府も、2020 年の東京五輪・パラリンピックを機に「アーツカウンシル」





























　つながる新たな動向を代表する作家まで 85 作家の作品 139 点が展示された。













　山出淳也 2018『BEPPU PROJECT 2005 － 2018』　NPO 法人 BEPPU PROJECT　
6.『人民日報海外版日本月刊』2013 年 11 月 29 日記事 :「英国クロイドン博物館で中
　国磁器が競売に 博物館は収蔵品を販売できるのか」( 文：頼睿 )
7. アーツカウンシル : 日本語では芸術評議会などと訳される。芸術文化に対する助成
　を基軸に文化制作の執行を担う機関。イギリスでの発足が最も古く、現在は欧米諸
　国やシンガポール、韓国などでも設置されている。
8.John Maynard Keynes, “The Arts Council: Its Policy and Hopes", The Listener , 
   July 12, 1945(The Arts Council of Great Britain, “The 1st Annual Report 1945-6"
9.『日本経済新聞』2019 年 10 月 28 日付夕刊記事 :「芸術と行政つなぐ専門家 地域
　の文化政策を下支え」
10. レファレンスサービス : 図書館の利用者が調査・研究を目的に情報や資料を求めた
　際に、図書館員が資料を検索・提供することで手助けをするサービス。
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